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会会誌誌「「建建築築士士」」ハハイイブブリリッッドド化化ににつついいてて（（おお知知ららせせ））  

 

本会事業の推進につきましては平素より格別のご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

これまで総会やブロック会長会議等の様々な場でお伝えしていますように、本会が発行

しております会誌「建築士」につきましては、近年の情報発信環境の変化やデジタル化の

進展等を踏まえ、2027 年 1 月より紙媒体と WEB 配信を組み合わせた「ハイブリッド型」の

情報発信へ移行する方針について、本会の第 74 回定例理事会（2026 年 1 月 15 日）におい

て承認済となっています。 

理事会の承認を受けて現在、本会の情報・広報委員会並びに編集部会およびデジタル情

報部会において、2027 年 1 月からの運用開始に向け、具体的な検討・整理を進めていると

ころです。 

つきましては、現時点における主な整理状況について下記のとおりお知らせいたします。

各都道府県建築士会様におかれましては整理状況をご確認いただくとともに、会誌「建築

士」の情報発信の移行等に係る所属建築士会会員への周知等の運用体制につきましてご準

備いただきますようお願い申し上げます。 

併せて、各都道府県建築士会様が所属建築士会会員向けに発行されている会誌等につき

ましても 2027 年 1 月以降は会誌「建築士」の発行時期と一致させる等のご対応について

ご検討をお願いいたします。 

記 

 

１１．．  ハハイイブブリリッッドド化化後後のの発発行行・・配配信信ににつついいてて（（予予定定））  

（（１１））会会誌誌「「建建築築士士」」（（会会員員限限定定））（（奇奇数数月月発発行行））  

従来の紙媒体による会誌を、隔月（奇数月）発行する予定としております。 

建築士会活動および建築技術・建築文化に関する情報を記録・蓄積する媒体として位

置づけ、CPD 単位についても年間取得単位数が従来と大きく変わらないよう（基本的

には一冊当たり従来の 2 倍の単位取得が可能となる内容を掲載予定）整理を進めてお

ります。 

  

（（２２））会会誌誌デデジジタタルルツツイインン版版（（会会員員限限定定））（（奇奇数数月月発発行行））  

紙媒体の会誌「建築士」（上記（1））をデジタルブック化し、会員限定のアーカイブ

として公開する予定です。紙媒体と同様に、隔月（奇数月）での公開を予定しており

ます。 

※閲覧に必要な ID・パスワードを紙媒体の会誌「建築士」（上記（1））に掲載し、会員
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がアーカイブを閲覧できる仕組みとする予定です。 

  

（（３３））デデジジタタルル版版（（一一般般公公開開））（（偶偶数数月月発発行行））  

建築士会活動報告、受賞者発表、各種事業案内等を中心としたデジタルブック形式

による WEB 配信を、隔月（偶数月）で実施する方向で検討しています。 

※当面はデジタルブック形式による運用を予定しておりますが、将来的には WEB 版

（ホームページ上に内容を掲載する形）への移行についても検討を進めています。 

  

（（４４））連連合合会会かかららののおお知知ららせせ（（一一般般公公開開））（（毎毎月月発発行行））  

ニュースや連合会からのお知らせ、各建築士会からのお知らせなど、即時性を重視

した情報については、PDF 等を活用し、WEB 上で毎月情報発信を行うことを検討してお

ります。 

 

２２．．巻巻号号ににつついいてて 

巻号については、紙媒体およびデジタル媒体を通じて、通し番号を継続して使用する方

向で整理を進めていす。 

   ※通し番号は継続して使用しますが、雑誌としての逐次刊行物を識別するための番号

である ISSN についてはデジタル版として別途取得予定です。 

  

＜＜参参考考＞＞発発行行・・配配信信イイメメーージジ（（予予定定））  
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33..今今後後ににつついいてて 

ハイブリッド化に関する周知につきましては、建築士会様宛文書、会誌誌面、全国大

会等を活用し、順次進めていく予定です。 

また、今回の発行・配信方法の変更に加え、中長期的には、情報発信環境の変化に対

応した新たな情報発信のあり方や仕組みづくりについても検討を進めています。 

今後、検討状況については、改めてご案内申し上げますので、ご理解・ご協力のほど

よろしくお願い申し上げます。 

以上 

 

入会者（6月）

正会員
支部名 氏　名 級別 事業所名
山口 吉　永　裕　樹 1 山口市役所

準会員

準会員

支部 氏　名 事業所名
山口 林　　　真　斗 ㈱あい設計

支部 氏　名 事業所名
岩国 村　實　昭　孝 MD ミライ建設㈱

入会者（7月）

編集後記
令和9年から、連合会会誌「建築士」の発行が隔月になると
ともに、これをデジタルブック化した「デジタルツイン版」
が会員限定で公開される予定です。「山口建築士」は、すで
にホームページの会員向けサイトで公開しています。冊子
のように嵩張らず、スマホ１つあればいつでもどこでも閲
覧できますので、是非ご活用ください。　　　　　　（H.K）

ourwork のコメント

傾斜地を曖昧にする家
敷地の高低差を活かした傾斜地ならではの眺望を楽しめる素
敵な建物ですね。クライアントの将来的な生活スタイルの変
化に配慮しつつ空間計画されていて、実にお見事だと感じま
した。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （T.M）

白山比咩神社社務所新築工事
僕も、この神社に毎年初詣、そして、地鎮祭とお世話になっ
ています。社務所が新しくなり、よりこれから盛り上がるの
ではないかと思います。岩国錦帯橋観光に来る際は、この神
社にお参りしてください。そのサイドに立派に建築されてい
ますよ!　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （Y.M）

会員諸氏の原稿をお待ちしています。

■情報・広報委員
児玉　尚　　正兼克一　　中岡晃一　　三戸和紀　　多賀谷孝一郎
小野　稔　　森次栄介　　神德香子　　山根和明　　山本雅之　　
椋木章弘　　藤永真史　　今福啓喜　　　　

士会の動向

士会事務局

上記の連合会会誌「建築士」のハイブリッド化に伴い、山口県建築士会会誌「山口建築士」につい

て、以下のとおり対応する予定です。 

１ 「山口建築士」の隔月化（簡易版の廃止）

 令和 9 年 2 月から、偶数月に発行している「山口建築士簡易版」を廃止します。 

令和 9 年からは、奇数月に「山口建築士」と「建築士」を配布し、偶数月の配布はなくなります。 

２ デジタルツイン（「山口建築士」の電子版）について

  会誌「山口建築士」のＰＤＦをこれまでどおりホームページの会員向けサイトに掲載します。 

３ 偶数月の情報発信方法について

会の行事予定については、会員向けサイトに掲載し、その他のお知らせについては、ホームページ

の新着情報として掲載します。 

  メールマガジンについては、これまでどおり月 2 回を努力目標として、希望者に配信します。 
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